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１．背景と目的 ６．まとめ・結論

２．運動部活動の現状

半数以上の生徒が運動部に加入してい
るが近年は減少傾向にあり、特に女子
生徒の減少が著しい。
2016年度の運動部加入率は中学校で67
.9％、高校で50.4%と学年が上がるに
つれて減少している様子がうかがえる。
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背景
中学校・高校において運動部の厳しい
実態、休養日の少なさが社会問題に

部活動を廃止にす
べきという声も

運動部の存在意義、入るメリットは？そもそも必要なのか？Q

様々な視点・切り口から部活動の存在意義を確認し、部活
動は必要なのか必要ではないのか、また必要であった場合、
どのような改善が求められるのかを考察する。

目的

３．メリット・デメリット

〇メリット
・体力の向上や健康増進につながる。
・スポーツの楽しさや喜びを味わうことができる。
・仲間との出会い、人間関係の広がり。
・礼儀、他者とのコミュニケーションを学べる。
・目標達成に向けた取り組みの重要性について
学ぶことができる。

◎デメリット
・休養日が少なく、自分の時間を確保しにくい
・勝利至上主義に偏った指導
・顧問の種目に対する専門知識、指導技術の不足
・生徒のニーズに応えきれていない活動や指導
・保護者や地域の期待の多様性にこたえきれていない活動

５.結果・考察

・顧問の種目に対する専門知識、指導技術の不足
・生徒のニーズに応えきれていない活動や指導 等

部活動は必要！！

４．取り組み

仙台市でも、部活動の課題・あり方について議論し、
その適切な運営について各学校に依頼している。

改善策

①外部コーチの活用

②ハイシーズン、オフシーズンの設定

③週休二日制

④活動時間の是正

運動部への加入率は、近年減少傾向にある

現状

一方で多くのメリットも

運営の改善が必要

課題をクリアした適切な運営へ
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